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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダイバーシティ方式で無線信号を受信する端末装置であって、
　３個以上のアンテナに対応して該３個以上のアンテナのそれぞれの搭載位置付近に配置
され、アンテナ性能を低下させる接触を感知する該アンテナの数と同数の第一の感知部と
、該端末装置の水平面に対する傾斜を感知する第二の感知部とを含む、ユーザによる該端
末装置の利用状態を検出する状態検出部と、
　前記状態検出部によって検出され得る利用状態に応じて各アンテナの選択優先度を順位
付けすることで使用されるべきアンテナを予め規定する優先度情報を記憶する記憶部と、
　前記状態検出部によって検出される接触と傾斜を含む利用状態と、前記記憶部に記憶さ
れた優先度情報と、を比較することにより、前記３個以上のアンテナの中から少なくとも
一つのアンテナを指定する選択制御情報を出力する制御部と、
　前記選択制御情報によって指定されるアンテナを後段の受信回路に接続する選択部と、
　を具備する端末装置。
【請求項２】
　前記優先度情報は、接触が感知されているアンテナの選択優先度を接触が感知されてい
ないアンテナの選択優先度よりも低く順位付けする、請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　前記優先度情報は、該傾斜に基づいて水平面に対しより高い位置にあると判定されるア
ンテナがより高い選択優先度を有するようにアンテナを順位付けする、請求項２に記載の
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端末装置。
【請求項４】
　複数の無線種別毎に対応する受信回路が設けられ、前記優先度情報は、前記選択優先度
とユーザにより設定された無線種別優先度とに応じて、無線種別毎に使用されるべきアン
テナを規定する、請求項３に記載の端末装置。
【請求項５】
　前記状態検出部は、ノートブック型としての利用状態か又はタブレット型としての利用
状態かを検出し、前記優先度情報は、夫々の利用状態に応じて各アンテナの選択優先度を
順位付けして使用されるべきアンテナを規定する、請求項１に記載の端末装置。
【請求項６】
　端末装置におけるダイバーシティアンテナ制御方法であって、
　３個以上のアンテナに対応して該３個以上のアンテナのそれぞれの搭載位置付近に配置
され、アンテナ性能を低下させる接触を感知する該アンテナと同数の第一の感知部と、該
端末装置の水平面に対する傾斜を感知する第二の感知部とを含む状態検出部により、ユー
ザによる該端末装置の利用状態を検出する状態検出ステップと、
　前記状態検出ステップによって検出され得る接触と傾斜を含む利用状態に応じて各アン
テナの選択優先度を順位付けすることで使用されるべきアンテナを予め規定する優先度情
報を記憶する記憶装置にアクセスし、前記状態検出ステップによって検出される接触と傾
斜を含む利用状態と、該記憶装置に記憶された優先度情報と、を比較することにより、前
記３個以上のアンテナの中から少なくとも一つのアンテナを指定する選択制御情報を出力
するステップと、
　前記選択制御情報によって指定されるアンテナを後段の受信回路に接続するステップと
、
　を具備するダイバーシティアンテナ制御方法。
【請求項７】
　端末装置にダイバーシティ方式で無線信号を受信させるために用いられるプログラムで
あって、
　３個以上のアンテナに対応して該３個以上のアンテナのそれぞれの搭載位置付近に配置
され、アンテナ性能を低下させる接触を感知する該アンテナと同数の第一の感知部と、該
端末装置の水平面に対する傾斜を感知する第二の感知部とを含む状態検出部により、ユー
ザによる該端末装置の利用状態を検出する状態検出ステップと、
　前記状態検出ステップによって検出され得る接触と傾斜を含む利用状態に応じて各アン
テナの選択優先度を順位付けすることで使用されるべきアンテナを予め規定する優先度情
報を記憶する記憶装置にアクセスし、前記状態検出ステップによって検出される接触と傾
斜を含む利用状態と、該記憶装置に記憶された優先度情報と、を比較することにより、前
記３個以上のアンテナの中から少なくとも一つのアンテナを指定する選択制御情報を出力
するステップと、
　前記選択制御情報によって指定されるアンテナを後段の受信回路に接続するステップと
、
　を前記端末装置としてのコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示技術は、複数のアンテナを備えダイバーシティ方式で無線信号を受信する端末装
置及びそのダイバーシティアンテナ制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のノートブック型又はラップトップ型と呼ばれるパーソナルコンピュータ（person
al computer：ＰＣ）は、通常、机上に置かれた状態で使用される。そのため、図１（ａ
）に示されるように、液晶ディスプレイ（liquid crystal display：ＬＣＤ）１０４の上
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部にアンテナ１０２を実装することで、十分なアンテナ性能を得ることが可能であった。
【０００３】
　近年、図１（ｂ）に示されるようなタブレット型ＰＣも登場した。タブレット型ＰＣは
、手に持たれた状態で使用される。そのため、ユーザがアンテナ１０２の登載部に触れる
ことにより、アンテナ性能が低下する。また、ユーザがＰＣを傾けて使用することにより
、アンテナ性能が低下する。
【０００４】
　さらに、ノートブック型ＰＣについても、小型化が進むことで、同様な問題が生じる。
また、ＬＣＤが１８０度回転可能でありノートブック型及びタブレット型の双方の形態で
利用可能なコンバーティブルＰＣも登場してきている。このコンバーティブルＰＣにおい
ても、アンテナ性能の低下が問題となる。
【０００５】
　アンテナ性能の低下に対処すべく、図２（ａ）及び（ｂ）に示されるように、ダイバー
シティアンテナとして複数のアンテナ１０２を設け、これらを同時に使用して、特性が良
好なアンテナからのデータを受信することが考えられる。例えば、アンテナ本数と同じ数
の受信回路を用意し、各アンテナの受信強度を検出して受信回路を切替えることにより、
良好な通信品質を維持することができる（例えば、下記特許文献１及び２を参照）。しか
し、この場合には、アンテナ本数と同じ数の受信回路が必要となるため、コストが上昇す
る。
【０００６】
　それに対し、アンテナ本数と同じ数の受信回路を必要とすることがないように、アンテ
ナを順に切替えて受信回路に接続し、各アンテナの受信強度を検出することが考えられる
（例えば、下記特許文献３～５を参照）。しかし、この場合には、アンテナを順に切替え
る必要があるため、アンテナの選択までに時間を要する。
【０００７】
【特許文献１】特開２００６－２４５８０１号公報
【特許文献２】特開２００７－２３５３０５号公報
【特許文献３】特開２００５－１４２８６６号公報
【特許文献４】特開２００５－１３０１７５号公報
【特許文献５】特開平１１－１５０４９０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上述した問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、複数のアンテナ
を備えダイバーシティ方式で無線信号を受信する端末装置であって、アンテナ本数に一致
する数の受信回路を必要とせず、即ち、受信回路数を低減し、かつ、アンテナ選択に要す
る時間を短縮することが可能な端末装置、及び、そのダイバーシティアンテナ制御方法を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本開示技術の一つの面によれば、ダイバーシティ方式で無
線信号を受信する端末装置であって、３個以上のアンテナに対応して該３個以上のアンテ
ナのそれぞれの搭載位置付近に配置され、アンテナ性能を低下させる接触を感知する該ア
ンテナの数と同数の第一の感知部と、該端末装置の水平面に対する傾斜を感知する第二の
感知部とを含む、ユーザによる該端末装置の利用状態を検出する状態検出部と、前記状態
検出部によって検出され得る利用状態に応じて各アンテナの選択優先度を順位付けするこ
とで使用されるべきアンテナを予め規定する優先度情報を記憶する記憶部と、前記状態検
出部によって検出される接触と傾斜を含む利用状態と、前記記憶部に記憶された優先度情
報と、を比較することにより、前記３個以上のアンテナの中から少なくとも一つのアンテ
ナを指定する選択制御情報を出力する制御部と、前記選択制御情報によって指定されるア
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ンテナを後段の受信回路に接続する選択部と、を具備する端末装置が提供される。
【００１０】
　さらに、本開示技術の他の面によれば、上述の端末装置で実行されるダイバーシティア
ンテナ制御方法と、その方法を端末装置としてのコンピュータシステムに実行させるプロ
グラムと、が提供される。
【発明の効果】
【００１１】
　開示の端末装置及びダイバーシティアンテナ制御方法によれば、受信強度を検出するこ
となく、ユーザによる端末装置の利用状態に基づいて、選択されるべきアンテナが一意に
決定されてアンテナ性能（受信感度）が改善される。そのため、受信回路数の低減とアン
テナ選択時間の短縮とが同時に実現される。特に、ユーザが手に持ったり、傾けたりしな
がら利用されることが想定されるタブレット型ＰＣや小型端末といった、今後も利用増加
が予想される端末装置の無線通信機能が改善される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施形態について説明する。図３は、本開示による
端末装置の原理的形態を説明するための図であって、（ａ）は本開示によるノートブック
型ＰＣの外観、（ｂ）は本開示によるタブレット型ＰＣの外観、をそれぞれ示す。図３（
ａ）に示されるノートブック型ＰＣは、複数のアンテナ３０２を備えダイバーシティ方式
で無線信号を受信する。
【００１３】
　そして、このノートブック型ＰＣは、各アンテナ３０２に対して、その搭載位置付近へ
の接触を感知する接触センサ３０４を備える。さらに、このノートブック型ＰＣは、ＰＣ
の水平面に対する傾斜状態を計測するための傾斜センサ３０６を備える。図３（ｂ）に示
されるタブレット型ＰＣについても、同様に、複数のアンテナ３０２及び複数の接触セン
サ３０４を備える。なお、図３（ａ）及び（ｂ）は、ＬＣＤが１８０度回転可能でノート
ブック型及びタブレット型の双方の形態で利用可能な一つのコンバーティブルＰＣをも同
時に示す図である。
【００１４】
　図４は、図３に示される原理的形態における無線受信装置の構成を示す図である。この
無線受信装置は、複数のアンテナ３０２、アンテナ選択部４０２、通信モジュール４１０
、状態検出部４２０、記憶部４３０、及び比較部４４０を備える。アンテナ選択部４０２
は、比較部４４０からのアンテナ選択信号に基づいて一つのアンテナ３０２を選択し、通
信モジュール４１０に接続する。通信モジュール４１０は、選択されたアンテナ３０２か
らの信号を受ける受信回路部４１２、その受信回路部からの受信波を受けて復調する復調
部４１４、及びその復調部からの受信データやＲＳＳＩ（Received Signal Strength Ind
icator）データを受ける制御部４１６を含む。
【００１５】
　状態検出部４２０は、図３に示される複数の接触センサ３０４からなる接触検出部４２
２、図３に示される傾斜センサ３０６からなる傾斜検出部４２４、ＬＣＤ回転検出部４２
６、等を含む。ＬＣＤ回転検出部４２６は、ＬＣＤが１８０度、チルト回転可能でノート
ブック型及びタブレット型の双方の形態で利用可能な場合に、そのチルト回転を検出して
、現在、ノートブック型としての利用状態にあるか又はタブレット型としての利用状態に
あるかを表すＬＣＤ回転情報を出力する。
【００１６】
　記憶部４３０は、状態検出部４２０によって検出され得る利用状態に応じて各アンテナ
の選択優先度を順位付けすることで使用されるべきアンテナを予め規定するデータテーブ
ル（優先度情報）４３２を記憶する。制御部としての比較部４４０は、状態検出部４２０
からの接触情報、傾斜情報、ＬＣＤ回転情報等と、データテーブル４３２からのテーブル
情報と、を比較することにより、ユーザによる現在の端末利用状態に応じた最適のアンテ
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ナを決定し、選択制御情報としてのアンテナ選択信号をアンテナ選択部４０２へ出力する
。比較部４４０は、プログラムがロードされるメモリと、そのメモリにロードされたプロ
グラムを実行するプロセッサと、を備える。以下、より具体的な実施形態について説明す
る。
【００１７】
　図５は、本開示による端末装置の第一実施形態について説明するための図であって、（
ａ）は外観、（ｂ）はアンテナ及びセンサの配置、（ｃ）は傾斜センサ、（ｄ）は装置の
傾斜、をそれぞれ示す。この携帯端末装置は、図５（ａ）に示されるようにノートブック
型ＰＣである。キーボード等が配置された操作面５０２には、図５（ｂ）に示されるよう
に、その四つの角の近くにアンテナＡ１～Ａ４が設けられている。そして、アンテナＡ１
～Ａ４のそれぞれに対応して、その付近への接触を感知する接触センサＳ１～Ｓ４が設け
られている。
【００１８】
　また、図５（ｂ）に示されるように、操作面５０２の中央付近には、傾斜センサ５０４
が搭載されている。傾斜センサ５０４は、例えば、重力加速度を検出することができるピ
エゾ抵抗型３軸加速度センサである。このセンサは、図５（ｃ）に示されるような、操作
面５０２に平行で相互に直行するｘ軸及びｙ軸の方向の重力加速度成分ａｘ及びａｙを検
出する。そのため、例えば、ａｘの値が正であれば、図５（ｄ）に示されるようにＰＣが
傾斜していることがわかるため、アンテナＡ１～Ａ４についての相対的な高さ情報を得る
ことができる。
【００１９】
　図６は、図５に示される第一実施形態における無線受信装置の構成を示す図である。ア
ンテナＡ１～Ａ４の各々は、ＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunication System）
用とＷＬＡＮ（Wireless LAN）用とを兼ねる統合アンテナである。なお、統合アンテナの
例としては、ＵＭＴＳ、ＷＬＡＮ、ＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Micro
wave Access）、ＢＴ（British Telecommunications）、ＵＷＢ（Ultra Wide Band）等の
通信方式の中のいくつかに対応したものが挙げられる。
【００２０】
　この無線受信装置は、通信モジュールとして、ＵＭＴＳモジュール６２０及びＷＬＡＮ
モジュール６３０を備える。アンテナ選択部６１０は、比較部６６０からのＵＭＴＳアン
テナ選択信号に基づいて一つのアンテナを選択してＵＭＴＳモジュール６２０に接続する
とともに、比較部６６０からのＷＬＡＮアンテナ選択信号に基づいてもう一つのアンテナ
を選択してＷＬＡＮモジュール６３０に接続する。
【００２１】
　比較部６６０は、接触センサＳ１～Ｓ４からの接触情報、傾斜センサ５０４からの傾斜
情報、及びユーザ設定部６４０からの優先インタフェース（ＩＦ）情報と、データテーブ
ル６５０からのテーブル情報と、を比較することにより、ユーザによる現在の端末利用状
態に応じた最適のアンテナを決定し、ＵＭＴＳアンテナ選択信号及びＷＬＡＮアンテナ選
択信号をアンテナ選択部６１０へ出力する。この実施形態では、ユーザは、ユーザ設定部
６４０を介して、ＵＭＴＳ又はＷＬＡＮのいずれを優先ＩＦとするかを設定することがで
きる。
【００２２】
　図７は、図６におけるデータテーブル６５０の内容を示す図である。データテーブル６
５０においては、接触センサＳ１～Ｓ４からの接触情報と、傾斜センサ５０４からの傾斜
情報と、に基づいてアンテナＡ１～Ａ４の優先順位が定められている。そして、優先順位
１のアンテナと優先順位２のアンテナとに対して、いずれをＵＭＴＳ用とし他方をＷＬＡ
Ｎ用とするかが、ユーザ設定による優先ＩＦ情報に基づいて定められている。
【００２３】
　なお、接触情報の内容は、対応するアンテナへの接触の検出又は未検出である。傾斜情
報の内容は、重力加速度のｘ軸方向成分ａｘが正か負か、重力加速度のｙ軸方向成分ａｙ
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が正か負か、及び｜ａｘ｜が所定値ｄ以上か否か、である。なお、｜ａｘ｜≧ｄは、ｘ軸
方向又はｙ軸方向のどちらに大きく傾いているかを判定するためである。なお、３軸方向
の各加速度の二乗を加算したものは、重力加速度（一定値）の二乗に等しく、｜ａｘ｜の
値により｜ａｙ｜の値が制限されるため、｜ａｙ｜については考慮されていない。
【００２４】
　アンテナＡ１～Ａ４の優先順位については、まず、接触が検出されているか否かに基づ
き、接触が検出されているアンテナは低い優先順位の側に属するように、一方、接触が未
検出のアンテナは高い優先順位の側に属するように、アンテナＡ１～Ａ４が二つに分けら
れる。さらに、傾斜情報に基づいて、より高い位置にあるアンテナがより高い優先順位を
有するように、最終的に優先順位が決められる。最後に、前述のように、ユーザ設定によ
る優先ＩＦ情報に基づいて、使用されるべきアンテナが決定される。
【００２５】
　例えば、図５に示される状態において、接触センサＳ２及びＳ３が接触を検出している
とともに、ｘ軸方向及びｙ軸方向に進むにつれて高さが低くなるように傾斜しているが、
ｘ軸方向への傾斜の度合いが大きく、更にＵＭＴＳが優先ＩＦとして設定されている状況
下では、アンテナの優先順位はＡ１、Ａ４、Ａ２、Ａ３となり、ＵＭＴＳ用アンテナとし
てアンテナＡ１が選択され、ＷＬＡＮ用アンテナとしてアンテナＡ４が選択されることと
なる。
【００２６】
　図８は、第一実施形態における無線接続処理のフローチャートである。無線接続が開始
されると、比較部６６０は、接触センサＳ１～Ｓ４からの接触情報の入力を開始する（ス
テップ８０２）。次いで、比較部６６０は、傾斜センサ５０４からの傾斜情報の入力を開
始する（ステップ８０４）。次いで、比較部６６０は、ユーザ設定部６４０からの優先Ｉ
Ｆ情報の入力を開始する（ステップ８０６）。
【００２７】
　次いで、比較部６６０は、先の各ステップで入力された各種の情報と、データテーブル
６５０からのテーブル情報と、を比較する（ステップ８０８）。その比較結果に基づいて
、比較部６６０は、使用されるべきアンテナを決定し、ＵＭＴＳアンテナ選択信号及びＷ
ＬＡＮアンテナ選択信号を出力する（ステップ８１０）。それらの信号を受けて、アンテ
ナ選択部６１０は、アンテナを切替える（ステップ８１２）。次いで、比較部６６０は、
無線接続を終了すべきか否かを判定し（ステップ８１４）、無線接続を継続する場合には
、ステップ８０８に戻る。
【００２８】
　図９は、本開示による端末装置の第二実施形態における無線受信装置の構成を示す図で
ある。この第二実施形態も、第一実施形態に係る図５（ａ）及び（ｂ）に示されるように
、ノートブック型ＰＣであり、アンテナＡ１～Ａ４、接触センサＳ１～Ｓ４、及び傾斜セ
ンサ５０４を備える。ただし、第二実施形態におけるアンテナＡ１～Ａ４は、単一種類の
アンテナすなわちＷＬＡＮアンテナである。そして、第二実施形態における無線受信装置
は、通信モジュールとして、メイン受信回路部及びサブ受信回路部を含むＷＬＡＮモジュ
ール９３０を備える。
【００２９】
　アンテナ選択部９１０は、比較部９６０からのメインアンテナ選択信号及びサブアンテ
ナ選択信号に基づき、それぞれ、対応するアンテナを選択して、ＷＬＡＮモジュール９３
０内のメイン受信回路部及びサブ受信回路部に接続する。比較部９６０は、接触センサＳ
１～Ｓ４からの接触情報、及び傾斜センサ５０４からの傾斜情報と、データテーブル９５
０からのテーブル情報と、を比較することにより、ユーザによる現在の端末利用状態に応
じた最適なアンテナを決定し、メインアンテナ選択信号及びサブアンテナ選択信号をアン
テナ選択部９１０へ出力する。
【００３０】
　図１０は、図９におけるデータテーブル９５０の内容を示す図である。データテーブル
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９５０においては、第一実施形態におけるデータテーブル（図７）と同様に、接触センサ
Ｓ１～Ｓ４からの接触情報と、傾斜センサ５０４からの傾斜情報と、に基づいてアンテナ
Ａ１～Ａ４の優先順位が定められている。そして、優先順位１のアンテナがメインアンテ
ナとして指定され、優先順位２のアンテナがサブアンテナとして指定されている。
【００３１】
　図１１は、第二実施形態における無線接続処理のフローチャートである。この無線接続
処理は、第一実施形態における無線接続処理（図８）と比較し、ステップ８０６が削除さ
れているという点においてのみ相違する。
【００３２】
　図１２は、本開示による端末装置の第三実施形態について説明するための図であって、
（ａ）はノートブック型ＰＣ状態としたときの外観、（ｂ）はタブレット型ＰＣ状態とし
たときの外観、をそれぞれ示す。この携帯端末装置は、図１２（ａ）に示されるノートブ
ック型ＰＣとしても、図１２（ｂ）に示されるタブレット型ＰＣとしても利用可能なコン
バーティブルＰＣである。
【００３３】
　このコンバーティブルＰＣは、ＬＣＤ側にアンテナＡ１及びＡ２を備え、操作部側にア
ンテナＡ３及びＡ４を備える。そして、アンテナの指向性とその搭載位置の構造から、ア
ンテナＡ１とＡ２とではＡ１の方が特性において良好となり、また、アンテナＡ３とＡ４
とではＡ３の方が特性において良好となっている。
【００３４】
　図１３は、図１２に示される第三実施形態における無線受信装置の構成を示す図である
。図１３におけるアンテナ選択部９１０及びＷＬＡＮモジュール９３０は、第二実施形態
（図９）のものと同一である。比較部１３６０は、リッドセンサ１３２０からのＬＣＤ回
転情報と、データテーブル１３５０からのテーブル情報と、を比較することにより、ユー
ザによる現在の端末利用状態に応じた最適なアンテナを決定し、メインアンテナ選択信号
及びサブアンテナ選択信号をアンテナ選択部９１０へ出力する。
【００３５】
　リッドセンサ１３２０は、図４におけるＬＣＤ回転検出部４２６として機能するもので
ある。すなわち、リッドセンサ１３２０は、ＬＣＤが１８０度回転可能でノートブック型
及びタブレット型の双方の形態で利用可能な場合に、その回転を磁気的に検出して、現在
、ノートブック型としての利用状態にあるか又はタブレット型としての利用状態にあるか
を表すＬＣＤ回転情報を出力する。
【００３６】
　図１４は、図１３におけるデータテーブル１３５０の内容を示す図である。データテー
ブル１３５０においては、ＬＣＤ回転情報に基づいてアンテナＡ１～Ａ４の優先順位が定
められている。すなわち、図１２（ａ）のノートブック型としての利用状態にあるときに
は、ＬＣＤ側のアンテナＡ１及びＡ２が、操作部側のアンテナＡ３及びＡ４よりも受信特
性において良好であるため、アンテナＡ１及びＡ２が選択される。そして、前述の理由か
ら、アンテナＡ１とＡ２とではＡ１の方がメインアンテナとして選択される。一方、図１
２（ｂ）のタブレット型としての利用状態にあるときには、操作部側のアンテナＡ３及び
Ａ４が、ＬＣＤ側のアンテナＡ１及びＡ２よりも受信特性において良好であるため、アン
テナＡ３及びＡ４が選択される。さらに、前述の理由から、アンテナＡ３とＡ４とではＡ
３の方がメインアンテナとして選択される。
【００３７】
　図１５は、第三実施形態における無線接続処理のフローチャートである。この無線接続
処理は、第一実施形態における無線接続処理（図８）と比較し、ステップ８０２、８０４
及び８０６がステップ１５０２に置き換えられている点においてのみ相違する。ステップ
１５０２において、比較部１３６０は、リッドセンサ１３２０からのＬＣＤ回転情報の入
力を開始する。後続のステップは、第一実施形態の場合と同様である。
【００３８】
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　以上の第一、第二及び第三実施形態のうちのいずれか二つ又は三つを組み合わせること
も可能である。
【００３９】
　以上の実施形態に関し、以下の付記を開示する。
【００４０】
　（付記１）　ダイバーシティ方式で無線信号を受信する端末装置であって、
　ユーザによる該端末装置の利用状態を検出する状態検出部と、
　前記状態検出部によって検出され得る利用状態に応じて各アンテナの選択優先度を順位
付けすることで使用されるべきアンテナを予め規定する優先度情報を記憶する記憶部と、
　前記状態検出部によって検出される利用状態と、前記記憶部に記憶された優先度情報と
、を比較することにより、該複数のアンテナの中から少なくとも一つのアンテナを指定す
る選択制御情報を出力する制御部と、
　前記選択制御情報によって指定されるアンテナを後段の受信回路に接続する選択部と、
　を具備する端末装置。
【００４１】
　（付記２）　前記状態検出部は、各アンテナの搭載位置付近への接触を感知する第一の
感知部を含み、前記優先度情報は、接触が感知されているアンテナの選択優先度を接触が
感知されていないアンテナの選択優先度よりも低く順位付けする、付記１に記載の端末装
置。
【００４２】
　（付記３）　前記状態検出部は、該端末装置の水平面に対する傾斜を感知する第二の感
知部を更に含み、前記優先度情報は、該傾斜に基づいて水平面に対しより高い位置にある
と判定されるアンテナがより高い選択優先度を有するようにアンテナを順位付けする、付
記２に記載の端末装置。
【００４３】
　（付記４）　複数の無線種別毎に対応する受信回路が設けられ、前記優先度情報は、前
記選択優先度とユーザにより設定された無線種別優先度とに応じて、無線種別毎に使用さ
れるべきアンテナを規定する、付記３に記載の端末装置。
【００４４】
　（付記５）　メイン受信回路及びサブ受信回路が設けられ、前記優先度情報は、前記選
択優先度に応じて、該メイン受信回路及び該サブ受信回路の夫々について使用されるべき
アンテナを規定する、付記３に記載の端末装置。
【００４５】
　（付記６）　前記状態検出部は、ノートブック型としての利用状態か又はタブレット型
としての利用状態かを検出し、前記優先度情報は、夫々の利用状態に応じて各アンテナの
選択優先度を順位付けして使用されるべきアンテナを規定する、付記１に記載の端末装置
。
【００４６】
　（付記７）　端末装置におけるダイバーシティアンテナ制御方法であって、
　ユーザによる該端末装置の利用状態を検出する状態検出ステップと、
　前記状態検出ステップによって検出され得る利用状態に応じて各アンテナの選択優先度
を順位付けすることで使用されるべきアンテナを予め規定する優先度情報を記憶する記憶
装置にアクセスし、前記状態検出ステップによって検出される利用状態と、該記憶装置に
記憶された優先度情報と、を比較することにより、該複数のアンテナの中から少なくとも
一つのアンテナを指定する選択制御情報を出力するステップと、
　前記選択制御情報によって指定されるアンテナを後段の受信回路に接続するステップと
、
　を具備するダイバーシティアンテナ制御方法。
【００４７】
　（付記８）　前記状態検出ステップは、各アンテナの搭載位置付近への接触を感知する
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ことを含み、前記優先度情報は、接触が感知されているアンテナの選択優先度を接触が感
知されていないアンテナの選択優先度よりも低く順位付けする、付記７に記載のダイバー
シティアンテナ制御方法。
【００４８】
　（付記９）　前記状態検出ステップは、該端末装置の水平面に対する傾斜を感知するこ
とを更に含み、前記優先度情報は、該傾斜に基づいて水平面に対しより高い位置にあると
判定されるアンテナがより高い選択優先度を有するようにアンテナを順位付けする、付記
８に記載のダイバーシティアンテナ制御方法。
【００４９】
　（付記１０）　該端末装置には複数の無線種別毎に対応する受信回路が設けられ、前記
優先度情報は、前記選択優先度とユーザにより設定された無線種別優先度とに応じて、無
線種別毎に使用されるべきアンテナを規定する、付記９に記載のダイバーシティアンテナ
制御方法。
【００５０】
　（付記１１）　該端末装置にはメイン受信回路及びサブ受信回路が設けられ、前記優先
度情報は、前記選択優先度に応じて、該メイン受信回路及び該サブ受信回路の夫々につい
て使用されるべきアンテナを規定する、付記９に記載のダイバーシティアンテナ制御方法
。
【００５１】
　（付記１２）　前記状態検出ステップは、ノートブック型としての利用状態か又はタブ
レット型としての利用状態かを検出することを含み、前記優先度情報は、夫々の利用状態
に応じて各アンテナの選択優先度を順位付けして使用されるべきアンテナを規定する、付
記７に記載のダイバーシティアンテナ制御方法。
【００５２】
　（付記１３）　端末装置にダイバーシティ方式で無線信号を受信させるために用いられ
るプログラムであって、
　ユーザによる該端末装置の利用状態を検出する状態検出ステップと、
　前記状態検出ステップによって検出され得る利用状態に応じて各アンテナの選択優先度
を順位付けすることで使用されるべきアンテナを予め規定する優先度情報を記憶する記憶
装置にアクセスし、前記状態検出ステップによって検出される利用状態と、該記憶装置に
記憶された優先度情報と、を比較することにより、該複数のアンテナの中から少なくとも
一つのアンテナを指定する選択制御情報を出力するステップと、
　前記選択制御情報によって指定されるアンテナを後段の受信回路に接続するステップと
、
　を前記端末装置としてのコンピュータに実行させるプログラム。
【００５３】
　（付記１４）　前記状態検出ステップは、各アンテナの搭載位置付近への接触を感知す
ることを含み、前記優先度情報は、接触が感知されているアンテナの選択優先度を接触が
感知されていないアンテナの選択優先度よりも低く順位付けする、付記１３に記載のプロ
グラム。
【００５４】
　（付記１５）　前記状態検出ステップは、該端末装置の水平面に対する傾斜を感知する
ことを更に含み、前記優先度情報は、該傾斜に基づいて水平面に対しより高い位置にある
と判定されるアンテナがより高い選択優先度を有するようにアンテナを順位付けする、付
記１４に記載のプログラム。
【００５５】
　（付記１６）　該端末装置には複数の無線種別毎に対応する受信回路が設けられ、前記
優先度情報は、前記選択優先度とユーザにより設定された無線種別優先度とに応じて、無
線種別毎に使用されるべきアンテナを規定する、付記１５に記載のプログラム。
【００５６】
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　（付記１７）　該端末装置にはメイン受信回路及びサブ受信回路が設けられ、前記優先
度情報は、前記選択優先度に応じて、該メイン受信回路及び該サブ受信回路の夫々につい
て使用されるべきアンテナを規定する、付記１５に記載のプログラム。
【００５７】
　（付記１８）　前記状態検出ステップは、ノートブック型としての利用状態か又はタブ
レット型としての利用状態かを検出することを含み、前記優先度情報は、夫々の利用状態
に応じて各アンテナの選択優先度を順位付けして使用されるべきアンテナを規定する、付
記１３に記載のプログラム。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】（ａ）はノートブック型（ラップトップ型）パーソナルコンピュータ（ＰＣ）、
（ｂ）はタブレット型ＰＣ、をそれぞれ示す図である。
【図２】（ａ）はダイバーシティアンテナを備えたノートブック型ＰＣ、（ｂ）はダイバ
ーシティアンテナを備えたタブレット型ＰＣ、をそれぞれ示す図である。
【図３】本開示による端末装置の原理的形態を説明するための図であって、（ａ）は本開
示によるノートブック型ＰＣの外観、（ｂ）は本開示によるタブレット型ＰＣの外観、を
それぞれ示す。
【図４】原理的形態における無線受信装置の構成を示す図である。
【図５】本開示による端末装置の第一実施形態について説明するための図であって、（ａ
）は外観、（ｂ）はアンテナ及びセンサの配置、（ｃ）は傾斜センサ、（ｄ）は装置の傾
斜、をそれぞれ示す。
【図６】第一実施形態における無線受信装置の構成を示す図である。
【図７】第一実施形態におけるデータテーブルの内容を示す図である。
【図８】第一実施形態における無線接続処理のフローチャートである。
【図９】本開示による端末装置の第二実施形態における無線受信装置の構成を示す図であ
る。
【図１０】第二実施形態におけるデータテーブルの内容を示す図である。
【図１１】第二実施形態における無線接続処理のフローチャートである。
【図１２】本開示による端末装置の第三実施形態について説明するための図であって、（
ａ）はノートブック型ＰＣ状態としたときの外観、（ｂ）はタブレット型ＰＣ状態とした
ときの外観、をそれぞれ示す。
【図１３】第三実施形態における無線受信装置の構成を示す図である。
【図１４】第三実施形態におけるデータテーブルの内容を示す図である。
【図１５】第三実施形態における無線接続処理のフローチャートである。
【符号の説明】
【００５９】
　１０２　　アンテナ
　１０４　　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）
　３０２　　アンテナ
　３０４　　接触センサ
　３０６　　傾斜センサ
　４０２　　アンテナ選択部
　４１０　　通信モジュール
　４１２　　受信回路部
　４１４　　復調部
　４１６　　制御部
　４２０　　状態検出部
　４２２　　接触検出部
　４２４　　傾斜検出部
　４２６　　ＬＣＤ回転検出部
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　４３０　　記憶部
　４３２　　データテーブル
　４４０　　比較部
　Ａ１～Ａ４　　アンテナ
　Ｓ１～Ｓ４　　接触センサ
　５０２　　操作面
　５０４　　傾斜センサ
　６１０　　アンテナ選択部
　６２０　　ＵＭＴＳモジュール
　６３０　　ＷＬＡＮモジュール
　６４０　　ユーザ設定部
　６５０　　データテーブル
　６６０　　比較部
　９１０　　アンテナ選択部
　９３０　　ＷＬＡＮモジュール
　９５０　　データテーブル
　９６０　　比較部
　１３２０　　リッドセンサ
　１３５０　　データテーブル
　１３６０　　比較部

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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